





1. Some approaches to treatment of patients with 
thyroid nodular diseases in the Semipalatinsk 













療法を施行した。治療前， 1 ' 3 ' 6 ' 12ヵ月後に
エコー下で結節の容積測定と吸引細胞診を行ったO 硬
化療法による甲状腺結節の12ヵ月後の縮小率は ade-






2. A single nucleotide polymorphism in the trans-
membrane domain coding region of HER-2 is 
associated with development and malignant phe-


























3. Elevated C-reactive protein is a risk factor for the 
development of type 2 diabetes in Japanese 
Americans 
（日系米人においてC反応性蛋自の高値は糖尿病発
症の危険因子である）
中西修平
展開医科学専攻病態制御医科学講座（分子内科学）
［目的］遺伝的には日本人と同一と考えられるが糖
尿病発症率が約 2倍の日系米人の血清高感度 CRP
(hsCRP）を測定し，糖尿病発症における意義を検討
する。
［対象・方法］対象は1988年から2000年までの医学
調査を 2回以上受診した非糖尿病の米国在住日系米人
男性396名，女性551名で，初回受診時の hsCRP値と
その後の糖尿病発症の有無との関係を男女別に検討し
た口
［結果］ Cox比例ハザードモデルにおいて， hsCRP
